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平成２７年度 事業報告書 

 

大慈智音園ショ－トステイ 

 

１．≪平成２７年度法人ヴィジョン≫ 

①経営の強化 

②サービスの質の向上 

③教育システムの充実 

 

２．≪目標≫ 

＜ケア部門＞ 

 ①情報伝達系統の構築 

  A）リ－ダ－、主任を経由し組織的に報連相ができるシステム構築 

 以前は同じ部署で一緒に勤務をした事のある主任と副施設長でさえも、他部署での勤務を

経たことから認識の違いが生まれ、上手く報連相が取れていないことが、開設から時間が経

過するに従い現れてきており、次年度の課題となっている。 

 ②物品管理 

  A）新たな物品においては事務所を経由し各部署へ配置 

  B）整理整頓（各フロアで統一した場所での管理） 

事務所を経由するシステムは構築できたが、各フロアに入居されているゲストによって必

要となる物品も異なることから、物品の量も各フロアでバラバラとなり、保管場所も同様で

統一ができなかった。今後、物品量の確認から行っていく必要を感じている。 

 ③基本的ケアの徹底 

  A）簡素で誰もが使用できるマニュアル作成 

  B）各マニュアルの管理者を決定し定期的な見直しを実施 

  C）マニュアルに基づいた職員教育 

 開設前にマニュアルに基づいて研修を実施したが、各フロアに既存施設からの職員を配置

することができなかったこともあり、マニュアルに基づいたサポートが行なわれているのか

の確認が困難であったことから、中心となる介護職員を育てていくことに力を注いだ。 

 ④職場環境の整備 

  A）意見を出し合える場所の提供 

  B）オフサイドミーティングの実施 

 各々の職員が意見を出せるよう、各フロアで毎月会議(フロア会議)を開催した。また、食

事会なども開催し職員間の関係性の構築を図った。 

     

＜経営部門＞ 

  ①加算取得 

   A）次年度へ向け加算取得の検討･体制構築 

 新たな加算取得よりも、サービス提供体制強化加算の算定要件を維持することが課題とな

っている。 

 

＜相談援助部門＞ 

  ①事業所への定期的な報告実施 

   A）サービス担当者会議への参加 
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   B）モニタリング報告のシステム整備 

 居宅介護支援事業所との関係性の構築の為、計画に盛り込んだが、大慈ショートステイで

主任を経験した者を相談員としたことで、スムーズに行なえリピーターとなっているご利用

者も多く獲得できた。 

 

●充足率→日中８９．９％、退所後７８．２％ 
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日中 0 39.0% 57.0% 91.0% 98.0% 91.0% 85.0% 97.0% 94.0% 109.0% 115.0% 113.0%

退所後 0 38.7% 53.0% 79.0% 82.9% 78.3% 73.2% 82.0% 81.9% 94.8% 98.3% 98.1%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

  ●平均人数→日中９．０人、退所後７.８人 
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●介護度別年齢別等人数表（平成２８年３月３１日時点での実人数） 

平成２７年度 

要介護度 合計人数 男 女 平均 

要支援１ ０ ０ ０  

要支援２ ４ ０ ４ ７８・８歳 

１ １１ ３ ８ ８６．１歳 

２ １８ ６ １２ ８５．１歳 

３ １９ ４ １５ ８４．８歳 

４ ２０ ９ １１ ８４．２歳 

５ １０ ２ ８ ８５．６歳 

合計 ８２ ２４ ５８  

平均介護度  ３．０ ２．９ ３．０ 

平均年齢 ８０．６歳 ８６．３ ８４．７歳 

最高年齢 ９２歳 １０２歳  

 最少年齢 ５８歳 ４８歳 

 

３．≪行事等の実施内容・反省点≫ 

４・≪会議の実施内容・反省点≫    智音園同様 
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５．≪リスクマネージメント報告≫ 

☆事故の定義・・・膝が地面に接地した時点で事故とみなす。 

①報告件数 

 ドキドキ報告書の件数が２，５１９件と多いが、臥床後の動き出しによるセンサー反応

のからの件数によるものである。 

 

平成２７年度 

報告件数 
合計件数 事故 ドキドキ 

２，５５２件 ３３件 ２，５１９件 

0

100

200

300

400

事故 0 2 4 10 1 1 2 2 3 3 1 4

ドキドキ 0 331 287 309 250 239 205 91 102 236 227 242

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

  ②発生場所別件数 

 ドキドキ報告書において臥床後のセンサー反応からの件数が最も多い為、居室の件数が

突出して多い。 

0

1000

2000

3000

件数 2464 81 7 4 3 3

居室 リビング ベランダ 居室トイレ 浴室 その他

 

③発生状況別件数 

 入居の件数と比べると、車椅子（移動時）の件数が少ない。ショートステイと言うこと

もあり歩行にて移動できる方が多いことが伺える。 

0

1000

2000

3000

件数 2453 39 17 16 9 8 6 14

臥床時 歩行時 車椅子使用 立位時 座位時 食事・水分摂 車椅子使用 その他
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④発生内容別件数 

 転倒、転落、滑落の報告は入居同様多いが、入居では割合として少ない離園等の報告の

割合が多い。ショートステイという性質を現すものである。 

0

500

1000

1500

2000

2500

ドキドキ 2161 311 22 0 2 0 0 9 10

事故 13 2 4 4 1 2 1 0 6

転倒 転落 滑落 表皮剥離 誤嚥 服薬忘れ 内出血 離園 その他

  ⑤曜日別件数 

 どの曜日も３００件台半ばから後半であり、曜日として大きな変化はない。 

300

320

340

360

380

400

件数 345 381 380 395 348 339 360

日 月 火 水 木 金 土

⑥時間帯別件数 

 入居同様、ドキドキ報告においては、臥床後の動き出しからセンサーが反応したものが

最も多い為、夜から早朝にかけて多くなっている。その反面、事故においては日中が多く、

ゲストの活動から事故に至っているケースが多いことを示している。 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

件数 613 43 53 521 1289

早朝 朝 昼 夜 深夜
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0

5

10

15

その他 0 3 2 1 0

内出血 0 1 0 0 0

誤嚥 0 1 0 0 0

服薬忘れ 0 1 0 1 0

表皮剥離 1 0 3 0 0

滑落 0 2 1 0 1

転落 0 1 0 1 0

転倒 0 5 3 4 1

早朝
（4:00～6:59)

朝
7:00～11:59)

昼
(12:00～16:59)

夜
(17:00～22:59)

深夜
(23:00～3:59)

  ⑦まとめ 

ショートステイにおいても、ドキドキ報告書の件数は夜間に多いが、事故報告書の件数

は日中に多い。これは、臥床後の動き出しによるセンサー反応の件数が多いこと、経験の

浅い職員が多くドキドキの視点が弱いことから逆転現象が生じているものと考える。次年

度は日中のドキドキ報告書の件数の増加を目標とし職員の視点を強化してゆきたい。 

 

６．≪苦情・相談結果報告≫ 

苦情の定義・・・施設長が直接対応した件を苦情とする。 

●報告件数 

平成２７年度 

報告件数 
合計件数 苦情 相談 

２件 ０件 ２件 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

苦情 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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0

0.5

1

1.5

相談 1 1 0 0 0 0

苦情 0 0 0 0 0 0

話しを聞いてほしい 調査依頼 教えてほしい 改善依頼 回答依頼 金銭面

  ●主な内容 

 ソフトウエアの整備が行き届いていないことからの相談もあったが、認知症のご利用者が

お迎えの車を待てない等、ショートステイ特有のものも見られた。 

●まとめ 

 年間を通じで報告件数が２件と少ない。報告書に上がってきていない細かな相談などが存

在していると考える。ショートステイにとってリピーターを獲得していくことほど大切なこ

とはない。次年度は報告件数の増加を図り、一つ一つ改善を図っていきたい。 

 

６．≪総括≫ 

 ショートステイにおいては５月から稼動。稼動当初、認知症の周辺症状の強いゲストの対応

が困難で、職員の離職が相次いだ。主任相談員が一人一人の職員と話しを行なっていくことで

落ち着きを取り戻し、徐々に充足率も上昇した。 

 また、ショートステイはご自宅で生活をされている方を対象としていることを念頭に置き、

非日常的な時間を提供する観点から、楽しみの提供とＡＤＬ低下の予防を図る為、レクリエー

ションの実施等にも力を注いだ。 

 その結果、リピーターの確保につながり、退所後の利用人数が定員を割る日が僅かとなるま

での充足率にすることができた。 

 次年度は実際に行なっているレクリエーション等のアピールに努め、新たな顧客獲得を図っ

ていきたいと考える。 

 


